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村がトラック協会と協定

　８月８日、村と札幌地区トラック協会札幌北支部との「災

害時における物資等の輸送に関する協定」が締結され、そ

の手交式が役場で行われました。

　この協定は、災害時に村の要請に基づき、加盟業者約

130社のトラックや運転手を生かして救援物資を村に輸送

するものです。東出村長は「近年は想定を超える災害が各

地で発生しており、村としても有事に備えて他にも協定を

結んでいるが、今回結んだ協定では数多くの大型トラック

をはじめ、小型トラックやバイクなども活用できるのは、

大変心強い」と話していました。

友情を深めた交流事業「キャンプ」
　８月５日～７日の２泊３日の日程で友好都市湧別町との

交流事業「キャンプ」が行われました。

　当初、自治センター敷地内にテントを設営する予定でし

たが、悪天候により自治センター館内での宿泊となりました。

　新小５・６年生10人と湧別町の小学５・６年生18人が集

団生活を通して協調性、連帯性を高めて友情と交流を深め

ました。２日目、児童たちが一番楽しみにしていたしのつ

湖でのカヌー・ローボート・遊覧船の体験中にはしのつ湖

周辺が児童たちの笑い声で包まれていました。

　「新しくできた友達と今後も交流を続けたい。」という児

童たちの声があちらこちらから聞こえてきました。

「道の駅」で交通安全啓発活動

　８月12日、道の駅しんしのつ（たっぷの湯）や産直市場

周辺で旅行客、キャンプ場の来場客などを対象に飲酒運転

根絶・居眠り運転防止啓発運動が行われました。

　村交通安全推進委員会や奥田駐在署長をはじめ、たっぷ

の湯三浦支配人が反射テープや村内産のミニトマトを配り、

飲酒運転根絶と居眠り運転防止などを呼びかけていました。

　また、北海道警察交通機動隊の白バイも啓発運動に加わ

り、　白バイにまたがった子供たちは「大きくて、かっこ

いい」と普段乗ることのできない貴重な体験に興奮してい

る様子でした。

産直市場３周年記念イベント開催

　村農商工連携協議会が運営するしんしのつ産直市場が

オープンして３周年を迎え、その記念イベントが８月２日

に行われました。

　日ごろから産直市場を利用されている皆さんに感謝の気

持ちを込めて、昨年に引き続き開催しました。

　産直市場前の特設テントでは、500円以上の買い物をした

先着100名を対象に村内産米の「お米すくい」、農協女性部

による「もちつき」の実演と無料試食会などが行われました。

　産直市場前は村内外の方や隣接するキャンプ場の来場客

でにぎわいました。


